基本作業－416　バルブ管理　グランド漏れに注意
グランド洩れをそのまま放置しておくと、洩れた流体によるエロージョンのために、弁棒を急速に傷めることになるし、洩れた流体が腐蝕性のものであれば、外部の部品を急激に腐蝕させてしまう。

大部分の一般仕切弁及び玉形弁ではバックシートが設計されている。


グランド部よりのリークを発見したら

1 グランドフランジを均等になるようにEYEボルトを少しずつしめる。
過度にしめつけること及びグランドフランジが傾くような締め方はさける。

　　
②　増締めしても洩れが止まらない場合は、バックシートをきかすためにバルブを全開とする。

　　
③　スタフォンボックスからの洩れがないことを確認した上で、グランドパッキンの交換、増し入れを行う。
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